
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

        
      
        
       

           
           
          

                      

             

                  

           

                 

            

             

             

         

               

              

              

 

 

 

 

 

 

 

 

紅葉狩りから冬支度へと「季節の移ろい」を感じる日々です。職員室のファンヒーターが元気に活躍し

ています。広瀬地区は気温差の大きいこともあり、体調を崩し気味になっている錦中生も若干出始めまし

た。インフルエンザが猛威をふるう季節になってきました。体調管理には十分注意を払い、健康を保ってい

きましょう。 

１１月１６日（土）の人権教育講演会には、講師として宇部鴻城高等学校 副校長 師井浩二 様をお招

きし、『感動 One for all All for one ～最後はハート～』と題してご講演いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金子みすゞさんの詩は錦中生には印象に残ったようです。自分が楽しいと感じても、立場が違う人から

見ると辛いこともある、相手のことを思いやる気持ちの大切さを痛感したようです。周りの人の良いところ

探しでは、褒められると自分は嬉しい気持ちになるし、相手を褒めると相手も当然嬉しい気持ちになるし、

自分自身も心地よくなることを確認することができました。褒めることは周りの人だけでなく、自分自身を

大切にすることに繋がってきます。「成功の対義語は挑戦しないこと」「９９回失敗してもいい。１００回目に

成功すれば、それまでの９９回やってきたことは失敗ではない」トライ＆エラーしながらその経験を生かして

いき、チャレンジする人へなっていこうという熱いメッセージで錦中生を勇気づけていただきました。 

最後の４つのメッセージ「①自分の強みを生かす」「②人の良いところは褒めてあげる」「③自分の周り

の人を大切にする」「④地域（ふるさと）を大切にする」は明日を元気に生きるために、すてきな大人へ成

長するためにとても大切なことです。 

師井先生、錦中学校に「笑い」と「元気」、そして「勇気」を与えてくださり、ありがとうございました。今日

お話しいただいたことを錦中生それぞれが日々の生活の中で生かしていきます。本当にありがとうござい

ました。 

錦中生、トライ＆エラーしながら「チャレンジする人」「周りを大切にする人」「ふるさとを大切にする人」

へ成長していきましょう。君たちならできる！ 

 

    最初から最後まで、とても楽しく学ぶことができました。みんなの良いところを話す時間では、自分

が気づいてなかった所が聞けたり、言ってもらえたりして、新しい気づきがたくさんありました。みんな

の良い所をもっと見つけたり、自分の長所を伸ばしたりできるようにがんばります。（１年生の感想） 
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１１月２１日（木）に「マラソンクリニック」を行いました。今年も錦

中学校学校運営協議会中村会長を講師にお招きし、持久走大会に

向けてモチベーションをあげるとともに体を動かすことに関する基本

的な知識や技術、トレーニング方法を学びました。 走ることはきつ

いことかもしれませんが、中村さんのご指導のお陰で錦中生は「体

を動かすことの楽しさ」を感じたようです。「笑い声」が絶えないマラ

ソンクリニックとなりました。 

錦中生は今回学んだことを生かして、１１月３０日（土）の「錦中

学校校内持久走大会」に臨みます。今年は、学校周辺６００ｍコース

を周回します。女子は１０：４５分スタート３ｋｍ（周回コース５周）、男

子は１１：１０分スタート４ｋｍ（トラック２周＋周回コース６周）です。全

員が最後まで自分のベストを尽くすことが大きな目標です。地域の

みなさんや保護者のみなさんの声援が子どもたちに「元気」を与え

ます。錦中生のひたむきな姿にご期待ください。  

そして、１１月３０日（土）は、もうひとつイベントがあります。錦中学

校創立５０周年の記念写真を撮影します。これまで１０年ごとに航空

写真を撮ってきましたが、今回は「ドローンによる撮影」にしたいと

思いますので、一人ひとりの顔が鮮明に映る記念写真となります。

是非、ご来校いただいた保護者・地域のみなさま（特に錦中卒業

生）には一緒に映っていただけたらと考えております。その写真は

「岩国市立錦中学校創立５０周年記念誌」の表紙にいたします。撮

影予定時間は９：３０～１０：００、錦中学校グラウンド集合です。奮っ

てご参加をお願いします。 

  

 

 

保護者のみなさまのもとにも、山口県内における教職員の不祥事事案のニュースが届いていると思いま

す。ご心配をおかけしています。錦中学校の教職員は「教育公務員としての自覚と誇り」をもって、職務にあ

たっています。今後も気を引き締めて職務を遂行してまいります。何か気になることがございましたら、すぐに

ご連絡いただけたらと思います。よろしくお願いします。 

さて、本日は校長からお願いがあります。それは先日の人権教育講演会の最後にお話しさせていただい

たことです。子どもたちの「SNS の使い方」についてです。SNS はとても便利なもので、これからの世の中

において、必要不可欠な道具です。だからこそ、錦中生には正しい使い方をしてほしいと願っています。 

本校の生徒間で多くのライングループができていると聞いています。そのライングループ上でその場にい

ない人の陰口や悪口、不適切な写真を送信するなどの事案は起こっていないでしょうか。周りの人のことを

考えていない行動はないでしょうか。そのようなことが、いじめ問題へと発展することを懸念しています。 

そこで、保護者の皆様にご協力をお願いします。「SNS の利用」については、今一度、お子様と話し合い、

約束事を確認していただけないでしょうか。もし、ご不安な点、ご心配な点がありましたら、学校にもお知ら

せください。一緒に考えていきたいと思います。今、正しい使い方ができるようにならなければ、すてきな大人

へ成長することができません。ご協力よろしくお願いいたします。 

 

 

【生徒の感想から】 


